
《十五代目市村羽左衛門　助六》

名取春仙が描く　　鎌倉武士たち展
令和４年７月２３日（土）～９月２５日（日）
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　舞台は、吉原(よしわら)遊郭(ゆうかく)。花魁(おいらん)「揚巻(あげまき)」の恋人「助六(すけろく)」は曾
我五郎時致(そがのごろうときむね)という武士で、源氏の宝刀・友(とも)切(きり)丸(まる)を探すために吉
原に出入りしています。
　吉原で豪遊する「髭(ひげ)の意休(いきゅう)」という老人が、この刀を持っていることを聞き出し、奪い
返します。
　粋でいなせで喧嘩(けんか)も強い助六は、江戸っ子の理想像を体現したようなスーパーヒーロー。気
風(きっぷ)のいい揚巻は理想の恋人。ただの憎まれ役でない大人の風格を感じさせる意休や、おっとり
しているが、お茶目な一面も持つ白酒売(しろざけうり)（兄十郎(じゅうろう)）など個性的なキャラが登場
します。
　助六のかっこよさや舞台の美しさを楽しむ、江戸っ子の美意識の集大成ともいえる作品です。

  一口メモ！
　普段よく目にする助六寿司は、この演目からつけられと言われています。 　助六寿司の「いなり寿司」
は油揚げの「揚」で、「巻寿司」の「巻」と合わせて、助六の恋人「揚巻」となることから、江戸っ子の洒落
で「助六寿司」と呼ばれるようになったそうです。

粋でいなせって、かっこよくって
流行の先端をいっているイケメン
のことだよ。今のアイドルといっ

紫のはちまき、黄色いたび、黒い着物から赤の
じゅばんをちらりと見せて、さっそうと歩く姿
が拍手かっさい！助六かさをパッと広げみえを
切ります。



勧進帳(かんじんちょう)
　
　兄である源頼朝(みなもとのよりとも)と不和になった源義経(みなもとの
よしつね)は、山伏(やまぶし)に変装して、奥州(おうしゅう)平泉(ひらいず
み)の藤原(ふじわらの)秀衡(ひでひら)のもとへ落ちのびようとしていま
す。
　武蔵坊(むさしぼう)弁慶(べんけい)の他、四人の部下をつれて、義経一
行がさしかかったのは、義経を捕らえるために設けられた安宅(あたか)の
関(せき)。
　関守の富樫(とがし)左(さ)衛門(えもん)は一行を疑い、山伏なら持ってい
るはずの、東大寺再建のための寄付を募った巻物である勧進帳を読むよ
うに命じます。
　白紙の巻物をあたかも勧進帳であるかのように読み上げる弁慶です
が、目ざとい番卒(ばんそつ)に荷物持ちの強力(ごうりき)が義経に似てい
ると気づかれてしまいます。この危機を脱するため弁慶は主人である義
経を金剛(こんごう)杖(づえ)で打ちすえます。富樫は義経一行だと見破り
つつも、弁慶の忠義（ちゅうぎ）に心を打たれ通行を許可します。
　富樫が去った後、涙ながらに無礼をわびる弁慶に、義経は彼の機転を
ほめます。そこに富樫が現れ、無礼のおわびに酒をふるまい、これを快く
受ける弁慶。義経一行を先に逃がして後、富樫に感謝（かんしゃ）して後
を追うのでした。
　この見どころは、なんといっても、白紙の巻物を読み上げる弁慶と、巻
物をのぞき見ようとする富樫との攻防と、正体を暴こうと厳しく問う富樫と
それに答える弁慶の激しい掛け合いです。弁慶と富樫とのやり取りは一
瞬（いっしゅん）たりとも気をぬけない気迫（きはく）に満ちています。
　また、主君に手をあげてまでこの場を乗りこえようとする弁慶と、義経一
行とわかっていながら捕らえられない富樫の葛藤、（かっとう）「飛び六方」
（六つの方角、天・地・東・西・南・北へ手足を動かして、飛ぶようなステッ
プで花道を駆け抜けるもの）と呼ばれる引っ込みまで見どころの多い、歌
舞伎（かぶき）を代表する作品です。勧進帳が白紙であることをかくそうとして中

を見せない弁慶と、のぞいて偽物であると見
抜きたい富樫のやり取りが見どころです。
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